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公益社団法人日本動物学会中国四国支部令和 3 年支部総会議事録 
令和 3 年 6 月 20 日（日）13：00～14：00 
オンライン（zoom）（最大接続数：34 名） 

 
○議長選出 

箕田康一会員が議長に選出された。 
 

○地元県委員挨拶 
箕田康一香川県委員から挨拶があった。 

 
○支部長挨拶 

彦坂暁支部長から挨拶があった。 
 

○若手研究者優秀発表賞表彰 
5 題の口頭発表を対象に審査し、以下の 2 名を受賞者に決定した。 

成松 勇樹 （広島大・院統合生命） 
「視床下部分泌性小タンパク質 NPGL が運動量および骨格筋量に与える影響」 
樫本 玲菜 （岡山大院・自然） 
「メキシコサラマンダーの皮膚再生におけるコラーゲン構造解析」 

 
○報告事項  
１) 理事報告  
彦坂暁支部長より、全国大会（米子大会、来年度関東支部：早稲田、再来年度東北支部：山

形大学）について、支部代表委員の減少について、支部活動費について、フォトコンテスト企

画について、支部推薦委員について、報告があった。  
 
２) 庶務幹事報告  
 小林勇喜庶務幹事より、令和 3 年支部役員、支部会員数について報告があった。令和 3 年 6
月 11 日現在の支部会員数は 248 名（前年度比 8 名減）であった。 
 
３）会計幹事報告 
有本飛鳥会計幹事より、別紙 1, 2 のとおり令和元年度支部会計決算（令和元年 7 月 1 日〜

令和 2 年 6 月 30 日）および令和 2 年度決算見込み（令和 2 年 7 月 1 日〜令和 3 年 6 月 19 日

現在）について報告があった。 
 

４) 会計監査報告  
吉田将之会計監査より，令和元年度支部会計決算は適正な会計処理が行われていることを確

認したとの報告があった。その後審議の結果、令和元年度決算は了承された。 
（吉田将之会計監査欠席により代読小林庶務） 
 
 
５) 県委員・企画委員報告 
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 小林勇喜庶務幹事より 5 件の報告があり、2 件は実施、3 件は新型コロナウイルスの影響で

中止となったことが報告された。実施：岡山県例会（2020 年 10 月）、生物系コース特別セミ

ナー（島根県 2020 年 11 月）。中止：サイエンスワールド 2020（山口県）、愛媛県例会、広

島県例会。 
 
６） 2021 年度全国大会(米子)の準備状況について 
椋田宗生鳥取県企画委員より、日本動物学会第 92 回米子大会の現状、実施方法について報

告があった。 
 

７）その他 特になし 
 
○審議事項  
１) 次年度事業計画について 
① 次年度支部大会について 
 小林勇喜庶務幹事より、令和 4 年の支部大会を島根県で開催することが提案され、承認され

た。 
 

② 県例会等について 
小林勇喜庶務幹事より、以下の 7 件の事業計画の提案があり、承認された。山口大学理学部

サイエンスワールド 2021（2021 年 10 月~11 月）、愛媛県例会（2021 年 12 月）、土佐生物

学会（2021 年 12 月）、電子顕微鏡写真コンクール（鳥取県 2022 年 3 月）、岡山県例会

（2022 年 3 月）、広島県例会（2022 年 3 月）、中国四国地区生物系三学会合同大会島根大会

（2022 年 5 月）。 
 

２) 次年度支部予算案について  
有本飛鳥会計幹事より、令和 3 年度支部会計予算について、令和 3 年 7 月 1 日～令和 4 年 6

月 30 日の支出計画案（別紙 3）が提出され、承認された。 
 
３）その他 特になし 
 
○次年度支部大会開催県委員挨拶 
 広橋教貴島根県委員より、次年度の開催予定（令和 4 年 5 月 21 日〜22 日 島根大学・松江

キャンパス）が告知され、挨拶があった。 
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別紙１ 

 

令和元年度 公益社団法人 日本動物学会中国四国支部 決算 

(令和元年 7 月 1 日〜令和 2 年 6 月 30 日） 

 

 

  



 4 

別紙２ 

 

令和２年度 公益社団法人 日本動物学会中国四国支部 決算見込み 

(令和 2 年 7 月 1 日〜令和 3 年 6 月 19 日現在） 
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別紙３ 

 

令和 3 年度 公益社団法人 日本動物学会中国四国支部 予算案 

(令和 3 年 7 月 1 日〜令和 4 年 6 月 30 日） 

 

 

 


